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体育学基礎B 大木　雄太

Introduction to Physical Education B 　

2 前期 木曜･１時限

教育Ｎ１０３講義室 講義

非該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２６Ｅカリ, ２５Ｅカリ, ２４Ｅカリ, ２３Ｅカリ, ２２Ｅカリ, ２１Ｅカリ, ２０Ｅカリ

教育の専門家に求められる深い教養に根ざした公共的使命感や
倫理観

⇔

教育活動を支え、実現する上で不可欠な専門的知識・技能 ⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 体育学に関する基礎的な知識や研究成果について講義し，体育・スポーツにおける諸現象を理解するた
めに必要な基礎的知識を身につけることをめざす。また，さまざまな領域における研究方法の特徴や研
究方法論等についても概説する。体育・スポーツに関わる者が身につけておくべき体育学に関する基礎
的な知識を習得し，その研究領域や研究方法についての理解を深めることを目的としている。

(5)授業計画 第１回：ガイダンス　授業の進め方とねらい
第２回：体育とその周辺概念に関する用語
第３回：体育・スポーツの歴史
第４回：運動の仕組み（運動システムアプローチ）
第５回：運動の仕組み（行為システムアプローチ）
第６回：運動の評価法
第７回：体育学の研究領域
第８回：体育学と自然科学
第９回：体育学と人文科学
第10回：体育学と社会科学
第11回：運動の発達
第12回：精緻な運動の原理
第13回：体育学における心・技・体の関係
第14回：子どもの運動と認知
定期試験：試験とその解説・授業アンケートの実施

(6)成績評価の方
法

受講態度や論議での発言の様子(30％)，体育学の基礎的知識・理解度を測る定期試験の結果（70％）に
より判定する。 

(7)成績評価の基
準

筆記試験は，授業で説明した内容と同レベルの問題が解ければ「水準にある」，応用問題が解ければ「
やや上にある」，やや難しい応用問題が解ければ「かなり上にある」，例題から難しい応用問題が解け
れば「卓越している」

授業の達成目標への到達度は得点率に応じて評価する。得点率による評価基準は次のとおりとする。
90％以上　秀，89-80％　優，79-70％　良，69-60％　可，59％以下　不可。

(8)事前事後学習
の内容

事前学習：次回のテーマに関する書籍を読んだり映像を見たりして情報収集を行い，それをノートにま
とめること。事後学習：ノートを復習し，要点の整理や疑問点の確認をすること。
この授業は ９０時間の学修を必要とする内容です。従って，６０時間以上の時間外学習が必要となりま
す。

(9)履修上の注意 極力欠席しないこと。授業態度も重視するので，遅刻しないこと。スポーツに関する書籍や新聞等に目
を通すことを心掛け，主体的・積極的に授業に参加するようにしてください。

(10)質問，相談へ
の対応及び連絡
先

メールで対応する。連絡先：oki_yuta@shinshu-u.ac.jp 

【教科書】 指定しない

【参考文献】 指定しない


